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研究成果の概要（和文）：対象地域を国内外に設定して，その土地に元々ある「地域資源」を最大限に用いて，
自然災害に強く資金効率の高い「農業生産システム」を理論構築・実践することを目指した。現地調査で得た地
域情報と2次データ（主に地図データ）を元に解析を行い，都市の影響を受けてきた農村地域の土地利用の状況
を科学的に解明し，持続的な生業の在り方と共に，将来の地域計画を提言した。

研究成果の概要（英文）：In the study areas in Japan and overseas, through maximum utilization of the
 existing "regional resources", this study aimed to theoretically construct and implement an "
agricultural production system" that is resistant to natural disasters and highly financially 
efficient. We scientifically clarified the situation of land use in rural areas affected by urban 
areas, and proposed future regional plans for realizing the system.

研究分野：地域計画学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
都市域の発展と共に，脆弱性の高い農村部は多大な影響を受け，生業の変化，土地利用の無秩序な変化を強いら
れてきた。元々存在する地域資源を利活用することで，農村の持続性を担保し，発展を促すことができる可能性
を国内外で示すことができ，社会的意義のある研究が実施できた。また，これらの成果は学術論文として複数が
掲載されており学術的な成果も挙げている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
途上国において，農業セクターは自然災害による損害の平均２２％を被っているとされてお
り（FAO（2017）:The impact of disasters and crisis on agriculture and food security），安定
的な食料供給の弊害になっている。先進国では河川整備・道路の舗装・ダム建設など気候変動，
およびこれに伴う災害に対するハード面での備えが既にある程度整えられているが，資金的な
余裕のない途上国の国々では，経済発展に政策の重点を置く傾向が強く，こうした面への資金配
分は少なくなる傾向がある。アジアの途上国では，各地で経済発展に偏重した急速な都市化が進
行し，反面災害に対するリスクを軽減するための措置は，農村部を中心として十分ではない。特
に農業セクターでの自然災害による被害は，住民を身体的にも経済的にも危機的な状況まで追
い詰めることがある。こうした課題に対して，資金的に実現が困難なインフラ投資による対応以
外に，未だ実効性のある解決策は学術的にも確立されていない。こうした背景の中，自然災害に
よる農業被害に対して，インフラ整備に極端に依存しない効率的な対策を如何に講じるかを明
確にすることが切実に求められている。 
上述の課題を克服する上で，その土地に元々ある「地域資源」を最大限に用いて，自然災害に
強く資金効率の高い「農業生産システム」を理論構築・実践すること，かつ，その社会実装は可
能であるのか，が本研究課題の核心をなす学術的「問い」として存在している。途上国の農村に
おいて，農業生産の点で常在する喫緊の課題を克服する上で大いに貢献することが期待され，口
述する事例地域に限定された研究ではあるが，社会実装のプロセスについては他地域での適用
可能性を強く意識しながら進展させ，広く汎用性を持ったプロセスを本プロジェクトを通じて
提示することで，社会に有用な成果を導きだしたい。 
 
２．研究の目的 
本研究では，元々ある地域資源を最大限に活かすことによって自然災害に対するレジリアン
スを強化した「地域資源と親和した農業生産システム」を理論構築し，そのシステムを利害関係
者との議論を通じて，地域が受容できる形で実践すること，およびその社会実装プロセスを学術
的に確立することを最終的に目指している。具体的には，予測される将来人口に対する農地の需
要およびその空間分布，都市的土地利用の将来予測，洪水被害・地すべりの予測と復旧力の空間
表示，単一栽培集約化による農業生産システムの自然災害への脆弱性などの指標を用いて，様々
なシミュレーションを行った上で新たなシステムとその社会実装プロセスを提示することとな
り，地域性に依存するものの，こうした一連のプロセス自体は一般性を有するものとして設計す
る。したがって，地域にある資源を最適に活用することで自然災害に対して強く，仮に被害を受
けたとしても復旧する力を備えた地域環境を創造する新たな手段を提言することが可能となる。
地域の外から資本を投入したり，資金援助によって新たなインフラ整備を行うなどの，これまで
主流であった開発援助のあり方を見直し，新しい途上国の自立型の対策を考案する点が本研究
の学術的な特色，および独創的な点となっている。地域の資源を上手く活用する本研究の方法論
は，他の様々な地域での応用可能性も高く，地域ごとに異なる現場対応型の研究が専攻してきた
といえる「地域研究」の分野に「科学」としての汎用性を確立すると共に，新しい視点を提示で
きると考えている。 
 
３．研究の方法 
農業生産システム，農地・農業従事者構成・自然災害の現況，居住地の変遷等の状況を位置情
報と共に現地で聞き取り，GIS データとして一元管理して現況を把握した。また，地域資源の利
用状況の把握と共に，地域資源を活用した各土地利用の適地評価を行った。対象地域は，インド
ネシア，インド，モロッコ，国内では，愛媛県西条市と滋賀県甲賀市の農村地域としている。 
 
（１）既往データの収集と調査項目の整理 
対象地域のうち国外の対象地域では，経済発展とともに，都市域の拡大が進み，この代替とし
て農業的土地利用の無秩序な変化が観察されている。国内の対象地域では，過疎高齢化が進み，
農地の維持が困難となり，耕作放棄地の増加，適切な土地の管理が不可能となるなど，多くの問
題が提起されてきた。それぞれ，視点は異なるが，土地利用上の課題を抱えており，かつ，持続
性を担保できない状況が各地で発生している。以上の現地の事情を考慮し，地方政府や住民への
聞き取り調査を実施し，近年の森林管理の状況や近隣農村での農業被害の情報を収集した。同時
に，日本における国土地理院とほぼ同等の活動を担う公的機関と連携しながら，衛星画像や GIS
データを収集・解析し，地理情報を統合，かつ，これらを GIS 上で一元的に管理し，その上で，
聞き取り情報との統合を行った。 
 
（２）地域資源の利用実態の調査と分析結果の精緻化 
人的資源や土地資源等のその場所にある地域資源の利用実態の調査を行った。たとえば，イン
ドにおいては，現地農業における水源へのアクセスや地形の利用方法など当該地域で歴史的に



行われている農法や作付け状況の実態調査も含めて，地域資源の利用実態を明らかにした。イン
ドネシアにおいては，大都市圏を広域に把握するため，現地調査は限定的に実施し，収集した 2
次データの分析に重点を置き，その成果を現地の研究者や政府関係者と議論する形で，結果の精
度を高める作業を行った。 
 
（３）地域資源の最適利用計画の提示 
対象地域における自然災害の近年の被害地域を特定した上で，地形や居住地，水源等の情報，
および聞き取り情報を元にした農地の適地選定のシナリオを設定した。これと現状の土地利用
を比較し，その乖離を定量的に把握し地域資源の最適利用計画を提示した。現地での聞き取り情
報，伝統的農法や水資源利用の特徴，農作物の種類や収穫時期などの現地の状況を現地研究者や
住民代表らと共に熟議した上で作成し，最適利用計画が，現地の受け入れ可能性からかけ離れた
ものになる危険性を排除するよう努めた。 
 
（４）地域の歴史・文化・伝統・住民の生活に配慮した方策の設定 
上記の空間データを用いて，データマイニング（一般に，大量のデータベースから隠れたデー
タの法則性や有用な情報を抽出すること）を行い，人的資源の分散や農地集積の状況など地域資
源各項目の現状の分布の特徴を捉えた。さらに，その結果から地域特性をまとめた上で災害レジ
リアンス評価を定量的に行い，これを地図化して災害レジリアンス向上方策のための基礎資料
を設計した。 
災害の軽減，および災害後の復旧力を示すレジリアンスを低下させる指標としては，『単一栽
培農業や商品作物への（高すぎる）依存度，不利な利水・地形条件，農業従事者の互助度合いの
低下』，レジリアンス向上の指標としては，「在来農法，住民の共同体意識の高さ，互助組織の存
在，災害への日常の備え（備蓄等），自家消費作物の維持状況」とした。 
 
４．研究成果 
 
下記，対象地域ごとの成果を列記する。 
（１）インドネシア 
 インドネシアの首都圏である Jabodetabek における都市形成の空間特性を把握するために，
SatScan を適用した。ジャカルタを中心として拡大する都市圏が農村部へと浸潤する空間分布の
特性を土地利用のクラスターを検出することで明らかにし，今後の土地利用計画において重点
的に計画抑制を行うべき場所を空間的に特定した。この成果は 2020 年に開催された京都大学国
際シンポジウムにおいて発表を行った。 
 また，Jabodetabek 大都市圏と Babdung 大都市圏の拡大に伴ってこれらを繋ぐ交通網が整備さ
れたことにより，両大都市圏の間に劇的な土地利用変化が発生している。主に農業的土地利用か
ら都市的土地利用への変化であるが，これらの変化をモデリングして定式化し，都市域形成の過
程とその主たる要因を明らかにした。これらの成果は，2022 年に Sustainability，および，Land，
2021 年に ISPRS International Journal of Geo-Information に原著論文として掲載された。 
 
（２）インド 
 標高が高く，寒冷地域であるインドの Ladakh において現地調査を行い，伝統的な水資源利用
について実情と昔の状況を把握した。気候変動の可能性が住民から指摘される中，伝統的な水資
源利用は脈々と継承されいることが明らかとなった。冬期に氷河を集積して氷のダムとして，春
を迎えるにあたって，気温の上昇と共に溶けた水を農業用水として活用していることがわかっ
た。地域のコミュニティが協力して作業を行い，コミュニティ内部の紐帯を強化すると共に，社
会的なイノベーションを形成する可能性も指摘した。これらの成果は，2023 年に Water に掲載
された。 
 
（３）モロッコ 
 Historical Institutionalist approach を用いて，モロッコにおける都市形成過程の特徴を
明らかにした。フランス植民地時代の影響が都市形成に多大な影響を与えていたことがわかり，
一方で，制度的な欠陥を抜け道として，モロッコ特有の都市域形成が植民地時代のアンチテーゼ
として行われていることが明らかとなった。これらの成果は，原著論文として取りまとめており，
既に投稿済みである。 
 
（４）愛媛県西条市 
 西条市千町地区における棚田の一部において冬期湛水を実施し，生物相の変化を観察した。こ
の研究過程において，地元住民，西条市内の高校生，西条市内に住む市民，西条市職員の方々を
活動に参画してもらう取り組みを行い，新しいネットワーク形成に成功した。過疎高齢化が進む
国内の課題に対して，地元住民だけでは存続できない農業活動を，「関係人口」を増やすことで
継続できる可能性を提示できた。これらの一連の取組は，2022 年に開催された農村計画学会秋
期大会にて 2件の口頭発表を行った。 



 
（５）滋賀県甲賀市 
 過疎高齢化が進む日本の課題に対して，環境を守りつつ，生業を維持する仕組みを農村住民と
の徹底的な話し合いで構築することを試みた。対象集落では，かつては冬場に水田に水を張る冬
期湛水を実施しており，水田の生態系が維持されてきたが，昨今では行われなくなっていた。水
田にあるカエルの卵塊が冬期湛水によって発生することから，住民との協働で冬期湛水を再開
し，卵塊の場所と数を数える作業を実施した。住民は，かつての思い出とともに，楽しみながら
水田耕作を実施することが可能となり，かつ，冬場の雑草の繁茂を防ぐなどの効果も生まれ，こ
の卵塊を「地域の環境ものさし」として定義し，新しい仕組みづくりをおこなった。これらの成
果は，書籍として 2020 年に出版された。 
 
（６）今後の展望 
 対象地域が国内外の多岐にわたることや，現地調査に時間的制約が生まれたことから，必ずし
も災害や新たな農業生産システムといった当初の重要キーワードに該当しないまま，研究をす
すめることとなった。ただし，それぞれの地域において，都市の農村の連環，農村の持続的発展
を目指した将来を見据えた提案を行うことができて，十分な成果が得られたものと考えられる。
国内の 2地域においては，より実践的な取り組みを通じて成果が得られた。やや停滞していた水
田の稲作について活性化に寄与したことは，小さいながらもその過程をシステムとして学術的
に公開できたことから，今後，他地域において拡がっていくことが期待できる。 
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